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ルーゴンーマッカール叢書のアルコール中毒（後編）＊
寺田光徳
＊［(前編）は『文学部論叢』第98号（｢文学編｣、熊本大学文学部、2008年３月）に掲載されています］
ブランデーとアルコール中毒ブランデー（brandy）は蒸留酒の代表的なものだが、英語の製法
を指し示す語源からすると「焼いたワイン」であり、元来はワインの蒸留酒である。しかし「フルー
ツ・ブランデー」という言い方もあるように、他の果実酒を蒸留したものもブランデーの中に分類さ
れる。ブランデーの製造法はワインなどを蒸留し、それをオークの樽で熟成させて作る。『一九世紀
ラルース大辞典』などによると、別)蒸留法はすでに中世から実用化されていたが、最初はもっぱら薬
用に用いられていた。飲みものとしてフランスで一般に普及するようになったのは、1678年１月20日
の高等法院決定で街路にテーブルや床几を出してそこでブランデーやリキュール漬けの果実を小売り
することが許可されてからであった。
高級ブランデーとしてはフランス産のコニャック、アルマニャックが有名である。そのほかにブド
ウの搾りかすを蒸留して作るマールがフランスではよく知られている。ブドウ以外では、リンゴの醸
造酒シードルを蒸留したカルバドスがノルマンディーの特産品として名高い。プラムのブランデーは
ミラベル、それからフランスのノール地方からオランダ、ドイツ、イギリスなどで産出される大麦の
蒸留酒にネズの実を香料に利用したジン、ドイツとの国境地方の特産であるサクランボのブランデー
としてキルシュがある。
なおアルコールの度数は蒸留後に産するスピリッツが66-70％あるものの、それを熟成させた後水
を加えるため一般に40-43％程度で製品化される。
これに対してリキュールとしてまとめられる酒類は、醸造酒や蒸留酒を基酒にして、薬草や果実な
どの香味料、砂糖類を配合して作る。製造法としては日本の梅酒のように基酒にそのまま香味料を浸
漬して香味や色素を浸出させる方法、基酒と一緒に香味となる薬草や果実を蒸留させる方法、それか
ら基酒にエッセンスを配合する方法がある。蒸留する方法では先のブランデーとあまり変わりはなく、
ただ決定的に異なるのはリキュールには多量の糖分が含まれているという点である。アルコール濃度
は様々で、蒸留法で作られるたとえばシャルトルーズは40-60％にわたる。そのほか高濃度で知られ
るアブサンは70％にも及ぶのに対して、クーポーの「カシスの舎弟」という庫名の起源だったクレー
ム・ド・カシスは20％である。なお「クレーム」は糖分が多くてどろりとした状態から来た命名であ
る。
ところでワインやビールのみならず、とりわけ高アルコール度のブランデーやリキュールが一九世
紀も特に後半になって急速に大量消費されるようになってきたことが歴史の証言によって確認される。
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産業革命の影響による都市への人口集中、それに伴う労働者の食生活の変化、鉄道を始めとする輸送
手段の発達によって、地酒の域にとどまっていたワインや蒸留酒がどこでも飲めるようなったことな
ど、その原因はいくつか挙げられるだろう。ともかくこの頃のフランス人の飲酒に関する傾向につい
て、Ｄ・ヌリッソンは「単一の飲み物を飲む習`慣から、アルコール度の異なる他種類の飲み物を楽し
んで飲む習`償へと変わっていった」とまとめている。罰
こうした歴史の証言を裏付ける統計上の数字がある。フランス人全体の住民一人当たりの純アル
コール消費量は1859年には15.3リットル、それが1904年には１９．７リットルになっている２６)－－ちな
みにＷＨＯの2000～2001年の年間アルコール消費量はフランスが13.4リットル、日本は7.4リットル
である。蒸留酒の純消費量についてはもっと詳細な数字が残っているのでそれを摘記すると、七月帝
政の初期1831年に11リットルだった消費量は、『居酒屋」の物語が始まると想定された1950年にはす
こし伸びて１４リットル､1860年には2.2リットルになる。ところがゾラが『居酒屋』の構想をし出す
1875年には2.8リットル、そこから1880年までは上がり方が急で3.9リットル、1899年は消費のピーク
で4.6リットルにまで達する。その後世紀が変わると消費量は少し減少して、1904年には４０リットル
まで落ちている。この数字から見るとアルコール全体の消費量は1859年から1904年の間に30％の伸び
を示しているのに対して、蒸留酒の増え方はまったく異常で、1850年から1899年までに実に3.3倍に
も達している。またアルコール全体に占める蒸留酒の割合は1860年頃に９％だったものが1904年には
20％に上昇しているのである。２７１さらにまたこれらの統計はフランス人全体に関わるものなので、パ
リだけを取り上げればその数字は当然あがる。Ｄ・ヌリッソンの引いてくる数字では1875年のパリの
住民一人あたりの蒸留アルコール摂取は5.6リットルで、先ほどのフランス人の平均よりも二倍の摂
取量である（Ｄ・ヌリッソン、前掲書、ｐ６９［ｐ６５])。すでに述べたようにパリの中でもモンマルト
ルの郭外大通り周辺には酒場が集中していたので、そこで過酷な労働に耐えている労働者が一時の慰
安を求めてアルコールに走り、とくに時間も金もかけずに酔うことのできる粗悪なブランデーに救い
を求めようとするのは想像に難くない。彼らだけのアルコール消費量や蒸留アルコールの消費量の統
計は存在しないが、フランス人の倍がパリジャンだから、さらにこの地域の労働者はパリジャンから
倍増する量を消費したと予測をたてても、それは誇張にはならないだろう。
フランス、特にパリはこのように酔っ払い天国となったのだが、当然ことはそれだけで収まるわけ
にはいかない。アルコール消費量が増大することによって、アルコール中毒患者が増大するという結
果を惹起するのだ。アルコール中毒が社会問題と化し、アルコール中毒症がフランス社会を揺るがす
社会病になっていく。結局、そのことが『居酒屋』の主人公たちの意識に反映して、ブランデーに対
する恐怖として現出してきているのである。麹）
こうした社会問題がどのようなかたちで現れてきているのかを「一九世紀ラルース大辞典』の「ア
ルコール中毒」の項で見ると、残念ながらフランスの数値は直接出ていないが、その代わりたとえば
ニューヨークでは直接間接を問わず死者の三分の一がアルコール中毒に関係すると驚くべき数値が上
げられている。それよりも注目しておきたいのは、この項にはわざわざ「アルコール中毒性讃妄」と
いう欄を設けて新しいアルコール中毒症の研究成果を紹介している点である。この頃にはアルコール
中毒による精神障害は「てんかん性精神異常｣、「老人性痴呆」などと並んで五大精神病のひとつに分
類されるようになったという。それでアルコール中毒患者は精神病院に収容されていたし、そのよう
な考え方に即してクーポーの死に場所としてゾラが選んだのが、精神病院として有名なサンータンヌ
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病院だった。ということは、クーポーの軌跡はアルコール中毒患者のお定まりのコースだったわけで
ある。『アルコール中毒』を書いたマニャンは当時ちょうどサンータンヌ病院の医者をしており、彼
が残した数字では、1867-1870年の期間に、精神病院に隔離された患者のうちアルコール中毒による
精神異常者の割合は、男`性が２０８％、女性が４１％だった。ところがすでに見たアルコール消費量が
ピークになる1897年から1900年では、その割合は男性が31.2％、女性は9.1％にもなっている（Ｄ・
ヌリッソン、前掲書、ｐｌ８１［ｐｌ７５])。病院に収容してもアルコール中毒に対する有効な治療法はな
く、結局中毒になるほど飲酒しないように節酒、禁酒を呼びかける予防法に頼らざるをえなかった。
こうした反アルコールキャンペーンにおいて主導的な役割をはたす「フランス禁酒協会」がすでに
1873年には設立されている（Ｊ－Ｃ・スールニア、前掲書、ｐ204)。
飲み仲間たちゾラの『居酒屋』へ戻って、クーポーのアルコール中毒への軌跡を再び追ってみよう。
先ほどは行く末に不安を感じさせるブランデーに遂に口を付けだしたクーポーを見たが、普通アル
コールに溺れるかどうかはもっぱら個人的な意識の持ちようで、欧米でスピリッツと称される高アル
コールの蒸留酒類であっても節度を保ってほどほどにしておくなら、何もジェルヴェーズのように恐
怖を覚えることもあるまい。だがあれほど自らに戒めていたクーポーがそれでもブランデーにいった
ん手を染め出すと、もはや彼が個人の意志の力ではとうてい拒否できないような、むしろそれとは反
対に彼がそれに加速度的に溺れ込まざるをえないような環境条件が当時の労働者の世界には準備され
ている、とゾラは見ていた。
クーポーがブランデーに手を付けてから五年後の1860年11月頃のことが第八章で描写される。今で
は「ブリキ屋は仕事を投げ出し、何日も何週間もぶつつづけに飲みまわった｡」（ｐ６１９［ｐ350]）そ
れでも時には働こうという気が起きて、仕事に出かけようとする。ラ・グットドール通りにあるア
パルトマンから暗いうちから起きて出かけるのだが、ポワソニエ通りに出るとく小さな欝香猫＞が店
を開けていた。一緒について来たランチエがまじめに働く前祝いにブランデー漬けのプラムをつまも
うと二人で店に入る。そこには前の日失職していたく網焼きビビ〉がとぐろを巻いていたので、彼の
不平を聞いてプラム酒をおごり慰めてやる。それから三人でひとしきり議論をしてから、揃って店を
出る。外はやっと明るくなりかけていた。
ポワソニエ通りの先で郭外大通りのところに来ると、コロンブのく居酒屋＞もすでに営業していた。
そこに昨日から仕事を探しているというく長靴〉がいた。クーポーは人手がいると親方から言われて
いたので、〈長靴〉を仕事に一緒に行こうと誘うと、逆に親方の悪口をさんざん聞かされてしまう。
そんな悪い親方ならまず仲間同士で一杯やって、少々親方を待たせてもかまわないということになり、
四人での談論が風発するとともに一杯が二杯とおごり合いが重なり酒盛りの開始となる。陽が高くな
るとクーポーは殊勝な気持ちから仕事場に向かおうとするのだが、その日は仕事の予定がない彼以外
の三人がああだ、こうだと言って彼を引き留める。クーポーはく長靴〉に落ち着かないからと促され、
遂に肩にかけていた道具袋を下におろす。彼はこの時間じゃもう遅すぎる、昼飯を食べてからいくと
決めてしまったのである。そうと決まればまだ五時間は自由でいられる、そこで彼らは連れだってく
鼻をすする蚤＞でビリヤードに興じながら安物ブランデー（scmck）を飲み干す。
昼飯近くなるとクーポーが率先してく辛口〉を誘い出そうと言う。〈辛口〉はポワソニエ通りを
ずっと北に下ったマルカデ通りのポルトエ場でグージェの同僚であった。彼は仕事中で昼の休憩時間
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にはまだ半時間以上間があるというのに、おかみさんの加減が悪いという理由でみんなに無理に連れ
出されてしまう。再びポワソニエ通りをパリに向かってのぼって来てルイばあさんの店に入り、ひと
しきりそれぞれの親方の悪口で花を咲かせる。昼の休憩時間も過ぎたので、クーポーが本気で仕事に
出ようと言いだし道具袋を先ほどあずけておいたコロンブのく居酒屋＞に取りに行くと、みんながま
たぞろついてきて最後にそこで－杯ということになった。もうそうなるとクーポーは仕事に行くのが
ばかばかしくなって、明日にすると言い出す。それからは全員もう何の差し障りもなくなり、連れ
だってポワソニエ通りをまた下るとラ・グット・ドール通りの角にあるフランソワの店の小部屋に御
輿を据え、トランプをやったり、ランチエの主導で政治談義をしたりして、したたか飲んだ。やがて
ランチエだけはこうした飲んくえたちに付き合いきれないので、逃げ出す。しかしクーポーのほうは
そのまま飲み続け、いろんな酒場をほつつき歩いて、結局その日から二日過ぎてもラ・グットドー
ル通りのジェルヴェーズの待つ家には帰ってこなかったのである。
ジェルヴェーズはこうしたアルコール中毒への道を否応なしに夫にたどらせる飲み仲間たちの影響
力のことを早くから不安に感じていた。ゾラは早くも二章で彼女に「残念ながらあたし、いつもいつ
も利口な女だった訳じゃないの。そう言って一四歳になるやならずの時の初産のことをほのめかした。
それから昔母親といっしょにアニス酒を何リットルＭ､らにした話にもどった。苦労のおかげですこ
しばかりましな女になった、というだけのことよ・あたしを意志の強い女と思ってはまちがい。逆に
とても弱い女なの。だれかを苦しめるのがいやなばかりに、人の言うままになってきたの。あたしの
夢はまじめなつきあいをして暮らすことよ・悪い仲間づきあいというのはまるで屠畜用の梶棒
(assommoir）みたいなもので、人は頭をがんと割られてしまうし、女なんかあっという間にぺしゃ
んこにされてしまうから｡」（ｐ417［ｐ71]）と言わせて、過去の反省と言うよりも、むしろジェル
ヴェーズの将来に待っている不吉な運命を予示している。なお繰り返すが、「屠畜用の梶棒」という
のは比嚥的な意味に使われてく居酒屋＞を指し示し、この小説のタイトルに利用されていた。
悪い仲間づきあいのせいでクーポーは今のジェルヴェーズの予感を実現してしまうのだが、クー
ポーの仲間うちでも、上述の「一四歳になるやならずの時（に）初産」をジェルヴェーズに体験させ
たランチエは特別であった。彼は物語の最初でいっしょにパリに出てきた彼女と二人の子供を見捨て
て別の女とどこかに出奔してしまうかと思えば、今度は七章の1858年６月19日に街の知り合いたちも
何人か呼んで盛大に行われたジェルヴェーズの誕生会をきっかけにまた彼女の前に現れる。彼はそこ
でそのままクーポー家に住み着いて、夫のクーポーと仲良くなって彼の破滅に手を貸す一方で、クー
ポーが飲んだくれてたびたび家を留守にする隙に乗じて断り切れないジェルヴェーズとも昔のよりを
戻すことによって、他方では妻一人に情夫と夫といういかがわしい関係を作り出し、一家が社会的に
非難を蒙るような元凶となる。それからジェルヴェーズが洗濯屋の稼業に失敗すると、今度はそれを
継いだヴイルジニーに乗り換え、やはり夫のポワソンをコキュにしてしまう。つまりランチエは、
ジェルヴェーズークーポーの一家を経済的のみならず社会道徳的にも破綻させる、「居酒屋』の説話
上では非常に重要な役割を持った人物で、しかもみんなから爪弾きにあうどころか彼らに上手に取り
入って生き延びていける、まったく不思議な、クーポーの仲間うちでは異質な人物であった。
ドニ・プロの『崇高なる者」ゾラが『居酒屋』の作成に当たって参考にした重要な文献には、すで
に述べたマニャンの『アルコール中毒』とともに、ドニ・プロの『崇高なる者』という「社会問題」
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に関する書物があった。これについては『居酒屋ｊの発表当時副窃という非難が浴びせられ、ゾラが
わざわざそれに対する反論を書かざるをえなかった当時の状況までＨ・ミットランが紹介してい
る。291『崇高なる者」の著者は、労働者から工場主まで経験した20年間の労働者世界で、労働者の抱
える問題をつぶさに見てきたので、第一部では「労働者階級の現在の病的な状態を正確に描き出すこ
と｣、そして第二部ではその「病理学的診断」に基づいて社会制度をどのように再検討したらいいの
かという提言をしている。釦）
一風変わった「崇高なる者」（Lesubhe）というタイトルの由来は、著者自身の説明によると、
工場経営をしていた彼のところにやってきた労働者が、いっしょに酒を飲もうという誘いを断られた
腹いせに放った捨てぜりふから来ているのだという。その捨てぜりふというのが「げすな野郎だな。
おめえのようなのを柱も持ち上げられねえ貴族野郎ってんだ。ろくでなしめ。このくず鉄釘野郎め。
三重まぬけめ。神のお気に入り、それが崇高な（subｍｅ）労働者っていうのを知られえか」で、
酔っぱらいの労働者が自らを指し示すにまことにうってつけな言葉を使い、それがその後「なまけ者
で乱暴で酔いどれの労働者」を指すのに著者にも好都合だったというわけである（『崇高なる者」
ｐｌ２５［pp41-42])。ところでこの書物のユニークな点は何と言っても労働者の分類法にある。ド
ニ・プロは労働者を八つのタイプに分けて、Ｌ真の労働者、２．労働者、３．折衷的労働者、４．単純
なシュブリーム、５．前科のある、また没落したシュブリーム、６．真のシュブリーム、７．神の子、８．
シュブリーム中のシュブリーム、と命名した。そうしてさらにそれらを大くくりし、初めの三つのタ
イプを一般の労働者、それ以下はすべてシュブリームで、そのうちの最初の三つのタイプを「不潔で
いやみで乱暴、下品で無知、本能のままに行動する獣のようなシュブリミズム」に冒された労働者、
｢最後の二つのタイプ、これはかなり教養があり、教育も受けているシュブリミズムである。その知
性は、しばしばばかげた理論、たいてい権力に関する理論に使われる。活動、精力は創造にではなく
破壊に使われる。それより何より、その態度は、あの過激な使徒シュブリームたちの自由、友愛、平
等のスローガンを裏切っているものだ」（同上、ｐｌ２５－ｌ２６［pp42-43]）と、まことに辛辣な定義
付けをほどこしている。
この『崇高なる者』が労働者の日常生活、彼らの言葉遣いなど、ゾラの『居酒屋』に対して果たし
た貢献については計り知れないものがある。またわれわれのアルコール中毒という主題に関しても、
ドニ・プロが労働者の生活でもっとも問題視しているのが彼らの酒浸りという日常なので関わりは深
い。そうした中でもここで特に注目しておきたいのは、ゾラが前項で見てきたクーポーを取り巻く労
働者たちの人物造形に当たってドニ・プロの著作を大いに利用している点だ。
まず労働者たちが互いに仲間うちで呼び合う通称について、クーポーの「カシスの舎弟」（同上、
ｐｌ６４［ｐｌＯ６])、グージェの「黄金の口｣、通称でしか登場しない「辛口｣、「網焼きビビ｣、「長靴」
(同上、ｐ229-231［ｐｐ２１３－２１７]）はすぺて『崇高なる者』が出所である。だがゾラにとってド
ニ・プロの著作が最も有効に働いたのは何と言っても労働者の分類法であろう。そのことは特にジェ
ルヴェーズをめぐる三人の男たち、すなわちランチエ、クーポー、グージェがそれぞれ個性豊かに描
き出されているところに現れている。
グージェの,性格は作品を通じて一貫し、安定している。次は『崇高なる者』の「真の労働者」の説
明から引用しているのだが、それがそっくりグージェの人となりの紹介として通用する。グージェは
ドニ・プロの定義から逸脱するところはあまりないし、そのことから彼がドニ・プロの「真の労働
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者」のタイプに該当するのは明らかだ。つまり、ドニ・プロの「真の労働者」と同じく、『居酒屋』
のグージェもまた「規律正しい習慣をもち、紳士的な態度をとり、良心的で知性があり、廉直な労働
者であると同時に政治的な人間である｡」（｢崇高なる者』、ｐｌ４１［ｐ６７]）また「決して酔っ払うこ
とはないし」（同上、ｐｌ３４［ｐ５４])、「めったに仕事場の仲間とは親しく付き合わない。ほとんど友
人は持たず、かろうじてごく少数と付きう程度であり、特に家族には親友しか紹介しない｡」（同上、
ｐｌ３９［ｐ６３]）「真の労働者」の備えるべき知性がグージェにもあるかどうかについてはつまびらか
にされていないが、それでも彼はすくなくともクーポーに字を教えることができる教養は備えている
(Asso77zmodγ,ｐ４９２［pl76])。
グージェと対極的な位置にいるのがランチエである。ランチエの仕事はドニ・プロに言わせると
｢シユブリーム中のシュブリーム」のタイプに多いとされる帽子屋だが、彼が働きに出かけるところ
など見かけた試しはなく、典型的なぐうたら（feignant）だ。何で生活しているのかと言えば、パリ
に出てくるとまもなくアデール、次いで再びジェルヴェーズ、それからヴィルジニーと、女たちに働
かせて生き延びている。ところでランチエはジェルヴェーズの家に引っ越してくるとき、ひと山の本
や保存していた新聞の束を携えてきた。本の中にはルイ・プランの「十年史｣、ラマルチーヌの『ジ
ロンド党史」シューの「パリの秘密』と『さまよえるユダヤ人』などがあった（Asso77zmoZγ,ｐ６０６
[ｐ331])。これらはその頃の知的労働者からよく読まれた書物なのか、それともゾラがドニ・プロ
から借用しただけなのか、やはり『崇高なる者』にも彼らの読書対象としてあがっている（ｐｐｌ３５
＆143［ｐｐ５８＆７２])。ランチエはこうしたとりわけ政治的な教養を人前でひけらかしたくてたまら
ないから、仲間に対してたとえば「軍国主義を撤廃して、人民の友愛を確立しろ・・・・特権、肩書
き、独占を廃止せよ…。給料の平等化、利益の再分配を行い、プロレタリアの栄光をたたえよ…。
すべての自由を求める、いいかすべてのだ.・・・それに離婚の自由もだ」（肋、,ｐ６０６［ｐ332]）と、
政治的なスローガンを盛んにまくし立てる。それから酒場に入れば、カウンターにもたれて飲むこと
よりも、奥の小部屋に引きこもって新聞を読みながら仲間同士で気兼ねなく飲む方を好む。そして政
治的な出来事を中心に新聞に出ている記事をみんなに解説してやる。ただし仲間の深酒のせいで座が
荒れ出すと、いたたまれなくなってそこから姿を消す（１Ｍ,ｐ６２７［ｐ361])。酒場はきれいなとこ
ろを好み、玉突きをしてもキューさばきは見事だ（化ZcZ,ｐ６２４［ｐ356])。このようにランチエは
クーポーの飲み仲間内でも他人にはないところがたくさんあり、クーポーは結局彼に一目置かざるを
えない。「もちろん彼はランチエをすこし高慢だと思っていたし、安物ブランデーの前ではいやにす
ましてると言って非難したし、本を読んだり、弁護士のようにしゃべると言ってからかったりはした。
彼の言明するところでは、それを別にすりや、あいつはしっかりしたやつだ。ラ・シャベル中を探し
たって、彼ほどたよりになる男とはいないよ、ということだった｡」（化CCZ,ｐ６１８［ｐ348]）要するに、
ドニ・プロの分類からすれば、ランチエはすくなくとも教養がある点で「神の子」か「シュブリーム
中のシュブリーム」どちらかのタイプに属する－彼はこの二つのタイプの特徴を併せ持つので厳密
にはどちらにも分類できない。この第三の種類の労働者は教養があるせいで仲間に対する影響力が大
きい、にもかかわらず実際の行動には問題が多いとされるシュブリームである。
次にクーポーは労働者の分類でどれに当たるだろうか。妻ジェルヴェーズと並んで彼の転落の軌跡
が『居酒屋』の骨格を形成している、つまり物語の興趣はクーポー夫婦の浮沈に負うところが大きい
ので、男の労働者仲間では彼だけがドニ・プロの二つのタイプのあいだを明らかに移動している。彼
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'よ結婚当初は「労働者」か、それとも本を読もうという気はなく、人に影響されやすいところを見る
と、どちらかと言えば「折衷的労働者」に分類される。「他人の言われるがままになりやすいこと、
これは『折衷的労働者』を宿命的にシュブリミズムへ導くことになりかねない。つまり、それは彼の
いる環境次第ということになるだろう」（『崇高なる者」ｐｌ５６［ｐ９１])、とドニ・プロもまさしく
クーポーの軌跡を言い当てている。果たせるかな、彼は屋根からの転落事故を契機に、シュブリーム
のなかでも－番数の多いと思われる、彼の飲み仲間の「長靴」や「網焼きビビ」と同じ「単純なシュ
ブリーム」に成り果て、しかもアルコールに毒されて狂死するという最悪のコースをたどってしまう
のである。
クーポーに見るアルコール中毒の症例好ましくない仲間づきあいもあって、クーポーがアルコール
にどうしようもなく溺れ込んでいく一日の様子を先に示したが、それは彼がブランデーに手を付けて
から五年後の1860年１１月頃のことであった。しかしそれ以前からもクーポーにはアルコールの悪影響
がすこしずつではあるが現れてきていた。クーポーがアルコール中毒に陥り、最終的に振戦謂妄に
よって亡くなるまでの様子を時間的な経過とともに見ておこう。
1861年の夏の頃、ジェルヴェーズの洗濯屋はクーポーとランチエの散財のせいもあって傾きだし、
借金や質屋通いでやりくりをしなげればならないような状況に陥っていた（九章)。
しかしこの飲んだくれの大将［クーポー］はふしぎと元気いっぱいだった。安物のワイン
(pichenet）やブランデーが彼をめきめき太らせた。彼は大いに食い、酒は人殺しだと言って非
難するやせっぽちのロリユを鼻であしらって［・・・］太鼓の皮のように脂肪でぴんと張った腹
の皮をたたいてみせた。［・・・］そんなものは黄色い脂肪じゃないか、よくない脂肪だよと言わ
れてもお構いなし、クーポーは体にいいんだと言って、ますます酔っぱらった。その〈しゃく
しやに乱れた胡麻塩の髪は炎のように逆立っていた。猿さながらの顎をした酔っぱらい面が、酒
やけで黒ずんで紫のぶどう酒色になった。（Assommodγ,ｐ６４６［ｐ387]）
やがてジェルヴェーズは店の家賃が払えなくなり、死んだクーポー婆さんの葬儀もあって、ついに
店を手放すと、同じアパルトマンの七階に転居する。と言っても、ジェルヴェーズ自身も落胆からま
じめに働く気も起きず、一家はますます困窮していった。
1863年春、クーポーは田舎に働きに出かけて三カ月働いてきた。そのため血色も良く、健康になっ
て帰ってくる。だがそれも束の間の話であった（一○章)。
1865年冬、見えないところでクーポーの体をむしばんでいたアルコールの毒がついに危険な段階に
達し、そのことが彼自身にも人目にも明らかになる。以下のテクストには、たとえば『一九世紀ラ
ルース大辞典』に見られるような、アルコール中毒の具体的な症状がほぼまんべんなく出ているので、
すこし長いが引用しておこう。
クーポーは体の具合が思わしくなかった。やくざなブランデー（cric）を飲んで顔色が良いと
いうような時期はもう過ぎていた。彼はもう、酒の野郎のおかげでこんなに太った、などと腹を
たたいていばってはおれなくなっていた。というのは、はじめのころのいやな黄色い脂肪が溶け
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て、骨と皮にやせ（s6cot)、沼で腐ってゆく水死体のような緑がかった鉛色をおびてきた（se
plombait）からである。食欲もなくなってきた。パンもしだいに食べたくなくなり、シチューに
も唾を吐くようになった。うんとじょうずに作ったシチューなら食べられそうだったが、彼の胃
袋はふさがり、歯はゆるんでものをかめなかった。体をもたせるためには、一日に半リットルの
ブランデーが必要だった。これが彼の一日分の食料であり、飲み物であり、彼が消化できるただ
一つの栄養物だった。朝、ベッドからおりると、たっぷり一五分は体を二つに折りまげたまま、
咳をしたり（toussant)、骨をきしませたり、頭をかかえたりしながら、喉にこみあげてくるア
ロエ液のような苦い粘液（pituite）を吐きだしていた。［・・・］とにもかくにも迎え酒を－杯
ひっかけないことには体がしゃんと立てず、腸に焼きつくような酒が彼にとっては、かけがえの
ない薬だった。しかし、昼間になると元気を取り戻した。まず最初、手足の皮層がむずがゆくな
り（chatoumes)、ちくちく刺すような感じ（picotements）がしてくる。［…］そうするうちに、
脚が重くなってきて、くすぐったかったのが、肉を万力のように締めつけるひどい痙撃
(crampes）に変わる。こりや冗談じゃないぜ。もう笑ってもいられない。耳鳴りがし（oreUles
bourdomantes)、火花が散って目先が見えなくなり（yeuxaveugl6sd6tmceUes)、頭がぼうっと
して（etourdi)、ふいに往来に立ちすくんでしまう。すると何もかも黄色く見え、どの家も踊り
だす。彼は二、三秒ふらふらと歩くが、ぶつ倒れそうな恐怖におそわれるのだ。ときによると、
真っ昼間の太陽を背骨に受けているのに、肩から尻へ冷水が流れるように、ぞっと寒気
(frisson）がした。一番じれったいのは両手がぶるぶるふるえること（tremblement）だった。特
に右手はなにか悪事をしたにちがないほどひどくふるえた。［.．．］彼ははげしく筋肉を緊張さ
せてコップをつかむと、大理石の手で握ったみたいにじっと動かさずに持ってみせると言った。
けれどもコップは、彼がいくらがんばっても、せわしく規則的に小さくふるえ、ばか踊りをやり
だして、右へ左へ飛びはねた。そうなると、彼は怒って、こいつを何十杯も飲ましてみろ、指一
本動かさずに樽を運んでみせるなどとわめいては酒を胃袋にぶちまける。（AssommoZγ,ｐｐ６９４－
６９５［pp455-456]）
1866年３月、クーポーは雨に濡れて帰ってくると、その夜に高熱を出して肺炎（nuxionde
poitrme）になる。夫が運ばれていったラリポワジエール病院というのは、ジェルヴェーズがパリへ
出てきたばかりの頃、自分の人生の凶兆のようにアパルトマンから見えていた病院であった。その
翌々日ジェルヴェーズが病院を訪ねると、クーポーはとつぜんうわごとを言い出した（battula
campagne）ために、昨日のうちにすでにサンータンヌ病院に移されていた。サンータンヌ病院はパ
リの南方（現在の一四区）に一七世紀からあり、当時から精神病院としてよく知られていた。何度も
触れる実在の医師マニャンが長い間勤めていた病院でもある。すでに述べたようにアルコール中毒に
よる請妄症状も当時は一種の精神病と見なされていたから、彼がサンータンヌに運ばれても何の不思
議もない。「居酒屋』には今言ったように二つの病院が出てくる。ラリポワジエール病院はジェル
ヴェーズに対して不吉な印象を与えていたとは言え、彼女の住むアパルトマンの近くにあり、夫を取
り戻そうとする意志さえあれば、彼女にはそれが可能であったし、現に一○年あまり前の転落事故の
時は、ラリボワジエール病院に入れられそうになる夫を自らの手に取り戻して、手厚い看護によって
夫の命を救ったのだ。しかし今度のサンータンヌ病院に関しては、地理的にも、またそこで治療の対
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象とされる精神病という病気のカテゴリーの上でも、もはやジェルヴェーズの手の届かないところに
ある。それらに加えて何よりジェルヴェーズには、一○年前と違って、家庭を顧みないでアルコール
に溺れ、彼女の誇りであった洗濯屋を手放させて、今は貧乏のどん底に一家をあえがせているクー
ポーに対する愛`情がなかった。今やクーポーはだれの手も届かないところに連れて行かれ、だれから
も見放されて最終的にはアルコール中毒の手にかかって最期を迎えるしかないだろう。
それでもジェルヴェーズが日曜日にサンータンヌにクーポーの様子を見に行くと、肺炎から両手の
震えまで病気の症状はほとんどなく、わずかに指先がぴくぴくする程度のわずかなものにおきまって
いて、ネズミ（rats）が出てきたという幻覚（iUusion）の話を落ち着いて彼女にやりだすほどだった。
しかし夜になるとやはりまたネズミの幻覚にさいなまれるので、ジェルヴェーズは驚いて病院から飛
んで帰った。数日後にはそれもなくなり、クーポーは退院を許可された。そのとき、酒さえ飲まなけ
れば病気はぶり返さない、それでも酒を飲むようならば今度は命はない、後は本人の心掛けしだいだ、
とクーポーは医者から因果を含められて退院した（Assommozγ,pp698-699［pp460-461I)。
もちろんアルコール中毒者が医者の忠告に素直にしたがって酒を断ったという試しはほとんど聞か
ない。アルコール依存から抜けきれないからアルコール依存症の名を冠せられるのであり、もしも医
者の忠告に従って簡単にアルコールを断てるのであれば、語義矛盾と言うことになるであろうが…。
ともかく、マニャンの『アルコール中毒』に出ている症例をみても、当時のほとんどの患者が、酒を
飲んでは入院し、病院で療養をして病状が改善されると退院し、またアルコール浸りになって再入院
をするという、入退院の繰り返しである。クーポーもまたそのようなアルコール中毒者の例に漏れな
い。退院した晩には家で早速消化のためという口実でブランデーを－杯飲む。その後彼は－週間ぐら
いは我慢して控えていたが、二週間後になるとまた元の酒量にもどってしまう。
最初のサンータンヌ入院から三年たった1868年になると、クーポーはもう七回もサンータンヌでの
療養を繰り返すまでになっていた（－－章)。その頃の彼の病状がまた描写されている。
彼はすっかり声が変わって、強いブランデー（m-en-quatre)が喉に新しい音を生んだようだっ
た。耳も片方が聞こえなくなった（sourd)。それから何日か後に、視力が弱まった（savue
baissa)。階段をおりるのに足をすべらせまいとすると、手すりにしがみついていなければなら
なかった。［・・・］頭はひどく痛み（mauxdet6teabommables)、めまい（etourdissements）が
して、目の先に火花がちかちか光った。突然、鋭い痛み（douleursaigues）が手足をおそった。
すっかり青ざめて、腰をおろさずにはいられなかった。そして何時間も椅子の上でぼんやりして
いた（h6b6t6)。そのうえ、こういう発作の後では、腕は九一日しびれていた（brasparalyse)。
[・・・］丸くなってふとんにもぐりこむと、手負いの獣のようにたえまなく荒い息（soufflefOrt）
を吐いた。すると、サンータンヌヘご厄介になるときのような狂暴さがまたはじまる。疑いぶか
く（m6fiant）不安になり（ｍquiet)、激しい熱（fievreardente）にうなされて、怒り狂いながら
ころげまわり、仕事着を引き裂き、痙撃する口（machoireconvuls6e）で家具にかみついた。か
と思うと、ひどく涙もろくなって、娘みたいな泣き言を並べてはすすり泣き（sanglotant)、だれ
からも愛されていないと嘆くしまつである。ある晩ジェルヴェーズとナナがいっしょに帰ってく
ると、ベッドに彼の姿が見えなかった。かわりに長枕がころがっている。彼女たちがベッドと壁
のあいだに隠れているクーポーを見つけだすと、彼は歯をがちがちいわせて、だれかがおれを殺
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しにきやがる、と言う。［・・・］・
クーポーの知っている療法はたった一つ、つまり、やくざなブランデー（cric）を半リットル
流し込んで胃袋をどやしつけることだけだ。それでやっと立ち上がれるようになる。彼は毎朝こ
うして胃の粘液（pitmte）を洗い流していた。もうずっと前から記憶力はなくなり、頭はからっ
ぽだった。彼は立てるようになると、すぐ病気をばかにして、おれは一度も病気になんぞなった
ことはないぞ、と言う。そうだ、自分ではぴんぴんしているつもりで、いつぽっくり死んでしま
うかわからぬところまで病気が高じていた。（Asso77z77Mγ,pp745-746［pp529-530]）
同じ1868年のことを描いた最終章では（一三章)、クーポーは一週間以上たっても家に帰らず、そ
の代わりジェルヴェーズのところにサンータンヌ病院から夫が危篤状態になっているとの知らせが届
いたときの様子が記されている。そこでクーポーが示すアルコール中毒症の最悪で典型的な症状であ
る重篤な振戦謂妄はこの小説の山場中の山場となり、彼のような－労働者がどのようにアルコール中
毒に陥り、悲惨な最期を遂げるのかという主題を持った小説「居酒屋」にとってはまことにふさわし
いと言える棹尾を飾っている。だがそのクライマックスに当たる振戦譜妄の場面は、Ｈ・ミットラン
の指摘するように、最初からゾラの執筆計画にはなかった。ゾラはマニャンの『アルコール中毒』を
参考にしてから当初の執筆計画を修正し、３１)その場面とその後日談によって物語を終止させることに
変更したのだが、このことはいかにこの作品にとってマニャンの著作の影響力が大きいものであった
かを証していよう。
振戦謂妄という専門語を指し示すのにフランス語はラテン語《deliriumtremens》をそのまま利用
しているが、その意味から意識の謂妄状態に身体の震え（振戦）が伴った症状を言う。現代の専門的
な定義によると、振戦譜妄は癩病様痙鑿発作，アルコール幻覚症と並んでアルコールの中毒の禁断症
状における典型的な症状のひとつであり、意識混濁状態に陥って，虫やネズミなどが多数現れる小動
物幻視，複数の会話調幻聴などを伴う請妄状態、手指の振戦（震え)，場所・時間がわからなくなる
失見当などの症状を現出させる。振戦譜妄の症状についてはマニャンの『アルコール中毒』や『一九
世紀ラルース大辞典ｊの記述と現代の百科事典などに見られる記述に大差はなく、症候学的にはゾラ
の頃からすでに完成されていたと言ってよい。『居酒屋』のクーポーはすでに見てきたように振戦譜
妄を呈してサンータンヌ病院に何度も収容されていたが、彼を死に至らしめる最後の振戦謂妄はその
中でも重篤な症例と見ることができる。
さて、そのクーポーはジェルヴェーズが見に来たのにも気づかずにあたりにどなりちらしながら
踊っていた。看護人の言うには二日前からずっと踊り続けているらしい。彼の収容された部屋には体
を傷つけないように上から下までマットの詰め物で覆われ、床には藁のマットレスが二枚重ねて敷か
れていた。彼の人相はすっかり変わり果て、目は充血し、唇はかさぶただらけで、皮膚からは脂汗が
吹き出ていた。（Asso77zmodγ,pp783-784［pp581-583]）
翌日彼女がまた病院を訪れてみると、彼はやはり踊り続けていた。「きょうは、脚まではねていた。
ふるえが手から足へおりたのだ。ちょうど、操り人形を糸で動かしているのにそっくりだ。胴体は木
のようにしゃちこばって、手足だけがぴよいぴよい飛びはねる｡」（pp786-787［ｐ589]）看護をし
ていた医学生が喉が渇くと訴えるクーポーにレモン水を与えると、ブランデーの味がするらしくすぐ
吐きだす。どんなものでもブランデーを飲んでいるように喉が焼けつくようになり、飲み物すら受け
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つけなかった。それから幻覚症状が始まる。最初に幽霊（fant6mes)、壁には大きなクモの巣（tones
d'araign6e)。そのクモの巣が網になって、網目を黒い玉が行き来する。玉はネズミ（rats）になって、
壁から飛び出してくる。今度サル（singe）がクーポーに襲いかかってくる。やがてあたりは火事
(feux）に包まれ、赤、緑、黄といろんな色の炎が燃え上がる。４０度の高熱が続いている。（pp787-
788［pp589-590]）
翌々日、ジェルヴェーズの耳に聞こえてくるクーポーの動物幻視は最初ナンキンムシ（punaises)、
それからしばらくすると、動物のオンパレードで、以前と同じようにネズミ、クモが出てきて、次い
でモンマルトルの住民たちが熊、ライオン、豹、犬、猫に仮装して繰り出す。幻視の中のジェル
ヴェーズはクーポーの嫉妬の対象で、彼女が出てくると淫売とさげすまれ、彼女の,情夫だったランチ
エとクーポーは仮想の乱闘をしだす。最後は恐怖におそわれてその場から逃げ出そうとし、悲痛なう
めき声を上げると、マットレスに足を取られて仰向けにぶつ倒れた。眠りこんだクーポーだったが、
｢瞼を閉じたクーポーの顔全体は、神経的なこまかい痙箪がひきつらせていた｡」「脚もあいかわらず
踊りつづけていた｡」診察している医者たちのようにジェルヴェーズもクーポーの体に触ってみた。
肉の奥までぴくぴく踊っている、骨だって飛びはねているに違いない。ふるえとうねりが遠く
からおこっては、小川のように皮膚の下を流れていっていた。［・・・］・肉眼ではただ渦巻の表
面のように、さざ波がくぼみをつくるのが見えているだけだったが、内部ではすさまじい破壊が
行われているにちがいない。［・・・］。そこでがんがんと、つるはしを打ちこんでいるのはあの
く居酒屋＞の安物ブランデーなのだ。体中がそのためにびっしょり酒ぴたしになっている。でも、
なんてむごいことだろう！その働きは、クーポーの全身をたえまなくゆきぶりつづけて、粉々
に打ち砕き、命まで奪ってしまわなければ終わらないにちがいないのだ。（ｐ７９４［ｐ600]）
そうして数時間後、踊り続けていた脚が硬直して動かなくなった。それでクーポーは四日間も踊り
狂って遂に死んだのである。
Ⅳアルコール嗜飲癖の蔓延と被害の拡大
ジェルヴェーズのアルコール中毒症典型的なアルコール中毒患者となったクーポーの陰に隠されて
いるが、『居酒屋』には目立ったアルコール中毒症を示さないまでも、クーポーのようにアルコール
に溺れて、いつ中毒症を発症してもおかしくないような登場人物がまだいる。クーポーの軌跡と密接
に関係しながら『居酒屋』の物語を進展させているので、クーポーに劣らず彼らのアルコール嗜飲癖
について問うことは説話上では重要である。まず注目しなければならないのは、「居酒屋』以前から
遺伝アルコール中毒の影響下にあるとゾラ自身が見なしていたジェルヴェーズである。
ジェルヴェーズはクーポーと出会った当初、「昔プラサンで母親といっしょにアニス酒を飲んでい
たことを話した。ところがある日それで死ぬ目にあって、以来大きらいになった。酒（hqUeurs）な
ど今では見るのもいやだ｡」と（Asso）γzmoCγ,ｐ４１０［ｐ６１])、殊勝にも過去のアニス酒好きに対する
反省を口にして、自分にも、クーポーにも禁酒を誓っていた。しかし彼らにとってワインは酒のうち
にはいらないし、どんな行事にも酒は付き物だしというので、彼女がまったくアルコールを一滴も近
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寄せなかったというのではもちろんなく、人との付き合い酒や人からのふるまい酒は拒まなかったこ
とは言うまでもない。
彼女の嗜飲癖がはっきりと現れてくるのは第九章の1861年夏頃で、ジェルヴェーズが借金や質屋通
いでやりくりをしなげればならない最中である。にもかかわらず、一方の夫のクーポーはアルコール
中毒が進行してきたことを示す脂肪症（st6atose）が目立つほどアルコール漬けがますます高じてき
たし（前出［１９］ページ)、他方で妻のジェルヴェーズも崩壊していく家庭の憂さ晴らしをするよう
に酒にはけ口を求めるようになってきていた。そんなある日、ジェルヴェーズは以前洗濯屋を開こう
としていたとき自らに許した唯一の賛沢品で、勤勉な頃の象徴でもあった振り子時計すら、遂にクー
ポーばあさんに質屋に持って行かせた。２５フランと予定より５フラン多く借りられたというので、そ
れは早速酒に化ける。こんな風にしてジェルヴェーズとクーポーの母親とは「今では、ブランデーと
カシスを半々に混ぜたのを、二人して仕事台の片すみでよくなめるようになった｡」（Asso77mzozγ,ｐ
645［ｐ387]）
1865年に初めて夫がサンータンヌ病院に収容されてからのことである（一○章)。時々は仕事にあ
りついたクーポーが二週間分の給料を手に入れたのに、家に戻ってこない。そこで、ジェルヴェーズ
はく居酒屋＞まで亭主を呼びに行き、いつもの仲間と飲んでいた夫からの誘いについのってしまう。
＜網焼きビピ＞が立ち上がって、彼女のためにアニス酒をとりにいった。彼女は椅子を寄せて
テーブルについた。アニス酒をなめているうちに、突然、彼女の胸にある思い出がよみがえった。
昔クーポーが言い寄っていたころ、この店の戸口のわきにすわっていっしょにつまんだブラン
デー漬けのプラムのことを思い出したのだ。あのとき彼女は、実のほうを食べたがブランデーは
残した。ところが、いまになって、こんなふうにまた酒（hqueurs）を飲みはじめている。ああ、
彼女は自分がよくわかった、銅貨二枚分の意志もないのだ、ちょっと腰をはじかれると、それだ
けでもう、お酒のなかへとんぼかえりをうって落ちてしまうのだ。それに、アニス酒は、すこし
甘すぎて、ちょっと胸がむかついたが、とてもおいしかった。（化ZcZ,ｐ７０５［ｐ470]）
甘いアニス酒の口直しにジェルヴェーズはなにか辛口のものがほしかった。背後には以前にあれほ
ど彼女を恐れさせたブランデーの蒸留器があった。だがもうすでにこの悪魔の器械に魅入られてしま
い、ジェルヴェーズは以前長靴がうっとりつぶやいたせりふと同じような思いに駆られる（肋CCZ，
p411［ｐ63])。
この大釜のような器械は、太った金物屋の女房の腹のようにまんまるで、鼻をつきだしたり<
ねらせたりして、彼女の肩のあたりへ欲望と恐怖の入りまじった戦`標を吹きつけた。そうだ、そ
れは、まるで大きな淫売婦か、胎内の火を一滴ずつ漏らしている魔女かな'こかの金属でできたは
らわたのようだった。みごとな毒の源泉で、地下室で隠れてやる作業だろう。それなのに、それ
はずうずうしく、いやらしいにもほどがある１だが、それでもかまわない。そこへ鼻をつっこ
んでにおいをかぎ、そのけがらわしいものを味わってみたい。たとえ舌が火傷して、オレンジの
ように皮がむけてしまってもいい。（ｐ７０６［ｐ471]）
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もうここまでくれば止め処がなかった。あれほど恐れていたブランデーだったにもかかわらず、そ
れが運ばれてくると、彼女は一息で飲み干した。「二杯目で、つらかった空腹も感じなくなった｡」
｢三杯目の小さなコップを飲み干すと、彼女は両手にがっくり顎を落とした｡」（pp706-707［ｐ
472]）
－－章で描写される1866年から1867年の冬の頃には、ジェルヴェーズはふるまい酒をあてにしてコ
ロンブの店へ亭主を探しに行くのが楽しみになっていた。「彼女はいそいそとテーブルにつくと、最
初の頃のように不機嫌な顔など見せないで、コップを一気にぐっと飲みほし、両肘ついて何時間もが
んばり続け、そこを引き上げるときはどろんとした目つきをしていた｡」（ｐ７２７［ｐ501]）
ところで、自分の洗濯屋をヴイルジニーに譲り渡して以降、ジェルヴェーズは以前の勤め先だった
マダム・フオーコニエの洗濯屋に働きに行っていたのだが、この頃にはもうすっかりやる気をなくし
て仕事の方もまともにできなくなったので、マダム・フォーコニエのところからも追い出されてしま
い、パリに出てきた当初にヴイルジニーと喧嘩騒ぎを起こしたヌーヴードーラーグットードール通り
の洗濯場に日雇いに出ていた。つまり彼女はこれで上昇と下降によって人生の浮沈の軌跡を一回りし
たことになる。－章の1850年の時点で、ヌーヴードーラーグットードール通りの洗濯場を経てマダ
ム・フオーコニエの洗濯屋に雇われるようになり、懸命に働いて五章の1855年の時点ではラ・グッ
ト・ドール通りに自分の店を持つところまで行った。合計一三の章からなる『居酒屋ｊのちょうど半
ばに当たる七章の1858年、そのときは盛大に彼女の誕生会が祝われ、それが彼女の軌跡の絶頂であっ
た。同じ七章で疫病神のランチエが姿を現し、八章からの彼女はもう坂道を転がるように転落の軌跡
を描いていく。九章の1862年にクーポーばあさんの葬儀をした後、遂にジェルヴェーズは洗濯屋を手
放してしまったのだった。もうそれからは誇りも失い、世間体もなくして落ちるところまで落ちるし
かなかった。ジェルヴェーズは物語の始まる頃なめていた辛酸の域もはるかに越えて、徹底的に零落
していった。そうした中ではアルコールが唯一の慰めにちがいなかった。
最後の一三章ではクーポーのサンータンヌ病院での死去の後日談が書かれている。
その日［クーポーが死んだ日］からジェルヴェーズはよく正気を失った（perdaitlat6te)。彼
女がクーポーのまねをしているのを見るのが、アパートの連中の楽しみの一つになった。もうわ
ざわざ頼む必要もなかった。手足をふるわせ、無意識の小さな叫び声をあげて、彼女は見せ物を
無料で見せてくれた。サンータンヌ病院であんまりながいあいだ亭主を見すぎたので、こんな癖
がついたのだろう。だが、彼女のほうは運がよくなかった。亭主のようには死ねなかった。（ｐ
727［ｐ602]）
だれも彼女の死を看取る者はいなかったので、果たして彼女がクーポーのように振戦譜妄の発作で
死んだのか、食べ物が手に入らず餓死したのか定かでない。だが、直接の死因はともあれ、すくなく
とも彼女にも最後はアルコール中毒症がつきまとっていたのは間違いない。
－通りジェルヴェーズのアルコール中毒に関する経過を見てきたところで、現代の目からは問題と
される遺伝アルコール中毒について触れておきたい。これまでのところアルコール中毒症に関する用
語として飲酒癖《ivrognerie》、アルコール中毒《alcoolisme》という二語について言及してきた。と
ころで、マニャンの「アルコール中毒」ではそれらとは別に明確に定義された、もう一つの専門語
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｢渇酒癖」《dipsomame》に出会う。マニャンによると「今日ではすべての著者が渇酒癖とアルコール
中毒を区別している。一方の渇酒癖はたいていの場合原因を遺伝に求めることができる本能的な偏執
病の－特殊形態であり、反対にアルコール中毒は万人に共通の様態で現れる単純な中毒形態である」
とされている。そのすこし後ではその症状が次のように定義される。
渇酒症患者（dipsomane）は酒を飲む前に繼病患者と似た状態におちこむ。つまり悲しみや心
配事にとらわれ、よく眠れず、食欲をなくし、胸騒ぎを感じる。これだとよく見る精神病と変わ
りないが、しかし数日間暴飲をした後に中毒症状が現れて、そこで渇酒症患者の場合は我々にお
なじみのアルコール性譜妄を呈する。すなわち患者は耐え難い幻覚、振戦、不眠、胃の変調など
におそわれ、かつそれらも診断で急`性症状が終わったとされた後に生起する。漣）
この「渇酒癖｣、「渇酒症患者」という用語は、当時の『一九世紀ラルース大辞典」や『リトレ大辞
典』にも登場しているが、そこでは遺伝に対する言及は何らきれておらず、逆に振戦請妄によく似て
いるとか、振戦譜妄の別名とも解説されている。
ところでゾラは「居酒屋』でも、その後の作品でもこれら二つの用語を一切使用していない。ゾラ
は、しかし、作中で使用する語彙のレベルを統一するためにこうした専門用語の使用を当然忌避した
とも考えられるので、ジェルヴェーズのアルコール嗜飲癖にはマニャンの著作に見られる遺伝`性の渇
酒癖が前提にきれていたと想定することも可能だろう。それでもマニャンの定義中の「鯵病患者によ
く似た」いわゆる前駆症状については、ジェルヴェーズの困窮状態などもからまっているので、テク
ストはそれに当たるか否かどうとでも解釈できるような一般的な程度を抜け出ていない。それでマ
ニャンの渇酒癖がゾラの前提になっているとすぐさま断定することは不可能である。ちなみにゾラに
対するマニャンの著作の影響全般に関して振り返ってみると、すくなくとも振戦譜妄などのように症
候学的記述に依拠しなければならないような場面の描写に関してはゾラがマニャンに多大の恩恵を
蒙っていることは否めない。だが、たとえばここで検討しているアルコール中毒に関する診断学ない
し疾病分類学、それから病因論の範囲に属する知識については、あまりにも突出した専門的な主張は
避けて、あくまでも登場人物たちの目から見た常識の範囲にとどめている。したがって遺伝アルコー
ル中毒についても、専門的な知識に裏付けされているというより、そこには奇妙な科学信仰に由来す
る主張も含まれているにしても、いぜんとして当時のパリジャンの一般的な常識を越えでろものでは
ないと想定するほうが穏当であろう。
ピジャールのアルコール嗜飲癖「居酒屋』をアルコール中毒の観点から追ったとき、副次的登場人
物の中に重要な説話法上の役割を持った人物が見つかる。それは錠前屋のビジャールとその娘ラリー
である。ビジャールー家はジェルヴェーズと同じアパルトマンの住人で、特にジェルヴェーズが洗濯
屋をたたんだ後にはアパルトマンの同じＢ階段七階に住む近所同士の間柄となる。ゾラは何度も言及
した執筆プランでこのビジャールー家に関するエピソードをすでに最初から四度繰り返してしかもど
こに置くかまで明瞭に意識していた。幻)これほどゾラが彼らを重要視するのは、ビジャールー家が主
人公のジェルヴェーズに自らの境遇を想起させたり、また自らの行く末を暗示したり、いわば説話の
展開の上で先導的な役割を担わせているからである。３m
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第五章でジェルヴェーズの洗濯屋が動き出し、彼女が活気に満ちて働いていた頃、その店の下請け
として洗濯を受け持っていたビジャールのかみさんが入ってくる。そこでクーポーとジェルヴェーズ
のやりとりを目撃すると、彼女は亭主の錠前屋の酒乱を嘆く。彼女の夫は酒によって帰ってくるとひ
とが変わり、死ぬほど彼女を殴りつけるからである（Assommoiγ,ｐ５０９［pl99])。
続いて六章でジェルヴェーズが目撃するのは、酔っぱらって野獣のようになったビジャールがかみ
ざんに殴る蹴るの乱暴をはたらき、今にも殺してしまいそうになる場面である。その後自宅に戻って
すぐ、今度は彼女が自分の夫クーポーの酔態をぶりを|=|の当たりにし、以前のように酔いかたも陰湿
になってきているのに気づく－もっとも夫の不機嫌は自分たち夫婦の目の前に彼女の昔の情夫であ
るランチエが現れたことに多分原因があると推測されるのだが・・・。そして先程見てきたビジャー
ル家の光景が脳裡に浮かぶ。
クーポーは戸口を押しそこなって、危うく肩でガラスを割るところだった。真っ青に酔って、
歯を食いしばり、鼻をこわばらせていた。彼の顔色を青ざめさせた悪い血のなかにはく居酒屋＞
の安物ブランデーがはいっているんだということが、ジェルヴェーズにはすぐわかった。彼女は、
以前、彼がワインを飲んで、はしゃいでいたころのように、笑いながら寝かせようとした。とこ
ろが、彼はものも言わず、彼女をつきとばして、ひとりでベッドにたどりつこうとして、彼女に
げんこつをふりまわした。まるで、なぐり疲れて上でいびきをかいているもうひとりの酔っぱら
い［ビジャールのこと］みたいだった。彼女は寒気を感じてその場にたたずんだ。（ｐ５５７［pp
253-254]）
八章になるとついにビジャールは妻を殺してしまう。どうやら蹴られたところが悪くて内臓が破裂
したようで、かみざんは三日間のたうち回ったあげ〈に死んでしまった。後は残された八歳にもなら
ないラリーがまだ幼い二人の赤ん坊の面倒を見ることになる（ｐ６１４［ｐ342])。
一○章で同じ階の住人同士になると、ジェルヴェーズは母親の代わりに家事をし、まだ五歳と三歳
にしかならない弟妹の面倒を見ているビジャールの八歳の娘ラリーに人一倍親しみを感じる。ところ
が父親のビジャールは彼女らの母親を虐待して殺してしまったにもかかわらず、反省もなく相変わら
ず酒を飲んでは母親の代わりに今度はラリーに暴力をふるい、御者用の鞭をどこからか手に入れてき
てそれで彼女を打ちのめすまでになる。ジェルヴェーズはラリーに深い同情を感じたあげ〈に、酔っ
ぱらわなければいい父親だとビジャールを許して、辛抱強く家事を切り盛りする彼女に感心して、彼
女を見習おうという気持ちまで持つにいたる。
ジェルヴェーズには、ラリーと同じく幼い頃プラサンでやはり父親のマッカールに痛めつけられ、
父親から働いた給料まで酒のためにむしり取られた経験があった。また飲んだくれの父親を養うため
に身を粉にして働いた母親をすでに亡くしていた。彼女がパリにlLH奔してきたのも飲んだくれの父親
の非道から逃れるためであった。それできっと過去の自分に重ね合わせてラリーを見ていたにちがい
ない。そしてまた現在陥っている我が身のＩ惨状と引き比べて、「洗濯女は、いつか亭主がビジャール
のように鞭をとって、自分に踊りをさせるときがくるにちがいないと思っていた。そして、不幸にお
びやかされているために、自然、少女の不幸に敏感になった｡」（ｐ６９４［ｐ455]）
一二章ではついにラリーもビジャールの酒乱の餌食になってしまう。その悲`惨な最期の姿を見届け
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た後、ジェルヴェーズは食いつなぐ金もなくなって、吹雪の夜の街を流して歩く。だが相手を見つけ
ることができずにいたところ、最後になって声を掛けた男が彼女にずっと恋心を抱きつづけていた
グージェだったという運命の過酷さを知る。グージェの部屋に呼ばれて食べさせてもらった帰り道、
ビジャールの部屋をのぞくとラリーの死んだ姿が見えた。「彼女はやっと横になれてうれしいという
表'情で永遠の眠りを楽しんでいる」ように見えた（ｐ７７９［ｐ577])。ラリーと同じようにジェル
ヴェーズにも、死はもっぱら救いとして映るようになっていた。
『居酒屋』のジェルヴェーズの立場に立てば、ビジャールはアルコールに溺れた夫のいくつかの側
面を極端な形で彼女に突きつけたり、また夫の未来を暗示する不吉な形象を映し出していたし、その
妻はやはり酔いどれの男たちに食いつぶされてしまった自分の母親や自らの姿を祐佛させるし、娘の
ラリーについては自らの幼い頃や現在の自分がおかれた境遇を重ね合わせたり、また彼女の死を見て
自らの行く末を占うことができたのである。
Ｖアルコール中毒のナラトロジー
ここまでは「居酒屋」の中でいかにアルコール中毒が表現されているかを見てきた。しかしアル
コール中毒について、ゾラはすでに『居酒屋」のほかにも『繁栄』でマッカールに関して言及してい
たし、また同時代の作家ではゴンクール兄弟がゾラよりも先に『ジェルミニー・ラセルトゥー』
(1865）において労働者階級の悪弊としてかなりのページを割いて描写していた。したがってこのま
までは『居酒屋』のアルコール中毒は、テーマの先見`性の点ではゴンクール兄弟の後塵を拝し、小説
中の扱い方の点では『繁栄ｊや『ジェルミニー・ラセルトウー』場合をさらに大がかりにしただけの
程度問題に解消されてしまう。しかしながら単に一読しただけでも認められるように、『居酒屋ｊに
おけるアルコール中毒は「繁栄」や『ジェルミニー・ラセルトゥー』の場合と比較して程度のみなら
ず質においてもまったく際立った印象を与えており、『居酒屋ｊの不可欠の要素として構造的レベル
においてこの小説を組織的に支配しているという印象を十分に与える。以下ではそうした印象につい
て説話論（ナラトロジー）的な観点から検討を加え、『居酒屋」ではアルコール中毒が内容的、形式
的にいかに組織的に機能しているかを明確にすることにつとめてみよう。
Ｇ・ジュネット的なナラトロジーからすると、お)小説の説話にとってまず取り上げなければならな
いのは説話の順序であり、その順序を確かめる際には登場人物の属する物語内容（histoire）のレベ
ルと語り手の属する物語言説（discours）のレベルの相違を考慮しておかなければならない。『居酒
屋』は一三からなる章で登場人物たちが印象的なエピソードを繰り広げることによって説話が展開さ
れている。そのうちアルコールに関するエピソードを中心に拾いだし、年月を付して一覧に供してみ
よう。
二章、1850年５月か６月、コロンブのく居酒屋＞でクーポーがジェルヴェーズに結婚の申し込みを
する。ここにはすでに見てきたように不吉な予兆を漂わせる「蒸留器」が登場していた。「蒸留器」
は後にジェルヴェーズのいやな予感通りにクーポーや彼女自身を破綻に追い込む。その点では－章の
屠畜場やラリポワジエール病院と同類である。説話的に重要な意味を持ったこのような形象は、ジュ
ネットのことばを借りると「布石」と名付けられるのだが、ゾラにあってはそれは将来に何らかの事
柄の生起を約束するので、単なる布石よりも「予告」として格上げでき、それらを見慣れたゾラの読
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者に対して後々まで一種のサスペンス感を持続させてくれる。それゆえ、こうした形象は、本来的に
は物語内容に属するにしても、物語言説にある語り手が説話を展開するために登場人物の世界から意
図して選択した、物語内容を制御するための足場となる重要な形象だとみなせる。
三章、1850年７月29日、クーポーとジェルヴェーズの結婚式。宴席にアルコールは付き物である。
ただしそれが度を超すと、人々に正気を失わせ、祝いの喜びをいがみ合いへと変えてしまう。ここで
早くもアルコールの弊害がそれとなく示されている。
四章、1854年５月のクーポーが屋根から転落するという事故から夫婦の不幸の芽が萌えだす。
なぜなら、五章で1855年４月に開業したジェルヴェーズの洗濯屋の活発な仕事ぶりを描いた場面で、
クーポーはなかなか働こうとはせず、そのかわり最初はワインではあるが外でしこたま飲んでは酔っ
払って帰ってくる。やがてそれが高じてクーポーはあれほど固く自分にも人にも飲まないと誓ってい
たブランデーに手を出してしまう。ビジヤールの酒乱の模様が話題にされて、すでにジェルヴエーズ
の周囲にはアルコール中毒の暗い影が差してくる。
六章の最後は1858年の春のことである。ジェルヴェーズはコロンブのく居酒屋＞でブランデーを飲
んでいるクーポーを目撃すると、その足でビジャールが酔って妻を殴り倒す生々しい場面に立ち会い、
その直後にまた家で酔って帰ってきた夫が暴力的な様子を示し始めたことに対して、ビジャールの姿
を重ね合わせざるをえないという経験をする。ビジャールが夫クーポーの未来の姿を坊佛させる点で
は、ビジャールもまた先に示した「蒸留器」と同じ「予告」の類であり、またむしろ読者にとっては
このように予告の形象が作中に満ち満ちていることを勘案すれば、この場面はジュネットの物語言説
における重要な概念装置としてある先説法（prolepse）の－種とも見なせる。ちなみにこの章では、
ジェルヴェーズのところにかつての情夫ランチエが近所に姿を現したという情報がもたらされる。実
はそれを彼女に教えたのはヴイルジニーである。ヴイルジニーは－章のヌーヴードーラーグットー
ドール通りの洗濯場でジェルヴェーズと大乱闘をし、今ではジェルヴェーズが以前新婚時代を過ごし
たアパルトマンに住み、やがて九章になると彼女の後を襲って洗濯屋になるという、ジェルヴェーズ
と深い因縁を持った相手であった。このようにヴィルジニーの動静も、先の「予告」とは趣を異にす
ると言え、説話上では重要な伏線を構成して、説話のレベルから見ても重要な意味を持つ。
七章、1858年６月１９日のジェルヴェーズの誕生会。誕生会の最後に彼女の目の前にランチエが八年
ぶりに姿を見せる。夫のクーポーは彼に反発すると恩いきや、表面的には彼と親しく付き合うように
なってしまう。
八章。1860年夏ビジヤールが酔ったあげ〈にかみざんを蹴り殺してしまったことが話題にされる。
同じ年の11月初め頃のクーポーの様子が詳細に描写される。クーポーは家に同居するようになったラ
ンチエに誘われるがままに外で飲み食いして歩き、彼のほかにもコロンブのく居酒屋＞などの悪い仲
間づきあいにはまりこんで、アルコールにどっぷり漬かりこんでいた。章の最後ではジェルヴェーズ
が夜ランチエと帰ってみると、酔って三日ほど家を空け帰ってこなかったクーポーが、酔いつぶれて
夫婦のベッドを寝られないほど反吐で汚していびきをかいて寝ていた。とても彼の横には寝られない
と、彼女はあっさりランチエの部屋で彼と同衾する。一般読者の饗豐を大いに買うことになったにし
ても、ゾラはこのようにしてアルコールは道徳観をも麻痒させるということを赤裸々に示したかった
にちがいない。
九章、1861年夏頃、ジエルヴエーズにはすでに以前の勤勉な面影はすっかりなくなり、洗濯屋の家
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賃支払いは滞るし、一家の日々の生活費も借金でしのがなければならなくなった。しかしそうした生
活の憂さ晴らしをするためか、逆に酒にはけ口を見つけてカクテルの類とは言えアルコールに日常的
に手を出すようになる。またクーポーの体には酒の飲み過ぎの影響が出てきた。脂肪によるいわゆる
酒太りである。1862年１月、ジェルヴェーズの洗濯屋はヴイルジニーの手に渡る。
一○章、1865年ｌ月頃、ビジヤールの娘への虐待がアルコールに関するエピソードとして大きく取
り上げられている。ジェルヴェーズはその娘ラリーを自らと同一視して、彼女に対する深い同'情を禁
じえなかった。他方でクーポーの体の変調は日増しに募り、明瞭な慢性アルコール中毒症として出現
してくる。1866年３月ついにクーポーはアルコール性譜妄のためラリポワジエール病院、その後サン
ータンヌ病院に入院する。高アルコール度のスピリッツ類に手を出して以来およそ一○年後という計
算になる。妻のジェルヴェーズもその後を追い、ふと立ち寄ったコロンブのく居酒屋＞でブランデー
の味を覚えて、それに溺れるようになる。
－－章の1868年になると、すでにクーポーがアルコール中毒による入・退院を七度繰り返したと語
られる。妻のジェルヴェーズも彼に劣らずアルコール狂いとなり、口実を設けてはコロンブの店でブ
ランデーにありつこうとする。
一二章の1869年１月、ラリーは父親ビジャールの酒乱ために母親に続いて犠牲になってしまう。
ジェルヴェーズは貧乏暮らしが底をつき、金があればすべて酒につぎ込んでしまう夫のクーポーから
もそそのかされ、街で客を拾おうとする。
一三章の1869年におけるクーポーのサンータンヌ病院での振戦謂妄による狂死、享年44歳。それに
呼応するような妻ジェルヴェーズの餓死、享年41歳。
物語内容のレベルで見ると「居酒屋』の全一三章には1850年から1869年までのおよそ20年間の出来
事が叙述されている計算になる。各章を時間の経過と照合させると、－～三章は1850年５－７月の出
来事を描いており、比較的時間はゆっくりと経過する。四～六章の間に1851年から1858年が経過しス
ピードは速まる。ちょうど真ん中に位置する七章は1858年６月１９日に開かれたジェルヴェーズの誕生
会の一日に当てられている。秘'後半の八～一一章までは1858年1868年が経過し、各章はそれぞれおよ
そ三年の間に起こった出来事をクーポーの飲んだくれの－Ｆ１、クーポーばあさんの葬儀、父親からラ
リーが受ける虐待、ナナの早熟と放蕩などを示すエピソードを中心に展開される。一二章は1869年１
月の酷寒の一日で、ラリーの臨終の場面とジェルヴェーズの客引きがその章の大部分を占める。一三
章も前章のおよそ－週間後に起きたクーポーの数日間に及ぶアルコール中毒による狂死のために当て
られている。
以上の簡単なエピソードの摘記から「居酒屋」の説話の順序における特徴として指摘できるのは、
この小説が説話の速度に緩急はあるものの物語内容をほとんど時系列順に並べて、たとえばプルース
トの『失われた時を求めて』におけるように大がかりで組織的な時間的断絶ないし想起による時間的
順序の逆転という説話の仕方は存在せず、その意味では単純で古典的と言える説話の仕方を採ってい
る、ということである。
次にエピソードに関して言うと、ゾラが当初からアルコール漬けになった民衆の環境を描くことを
『居酒屋』のそもそもの狙いとして掲げていたのだから当然のこととは言え、アルコールに関わるエ
ピソードが圧倒的に多いことである。つまり類似のエピソードの繰り返しである。ところでナラトロ
ジーの観点からするなら、物語内容を指し示す登場人物たちの世界からこのようにアルコールに関す
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る出来事が重点的に選択されているのは、もっぱら『居酒屋』の語り手が物語言説として行う実践行
為の結果とみなすことができる。したがってこれらのエピソードのあいだには説話に関する関係が大
前提になっている。上述したエピソードはすくなくともアルコールに直接関係するものだけだが、し
かしたとえば六章の鍛冶工場におけるエピソードも、グージェが40ミリのボルト鍛造競争でクーポー
の飲み仲間のく辛口＞に勝つのは、彼がアルコールには決して溺れない「真の労働者」だからである、
とアルコールに関係づけて読みとることができる。このように『居酒屋』には直接・間接にアルコー
ルに関連させられるエピソードが、そうしようと思えばふんだんに散らばっているとみなすことがで
きる。他方でアルコールに関する同一のエピソードはいずれも章を経るにしたがって深刻さの度合い
を増幅させる。こうして作中のエピソード間の関係は、先に挙げた物語言説に欠かせない「布石｣、
｢予告｣、「伏線」－これらはジュネットのナラトロジーの概念体系では先説法に属する－の効果
もあずかって、章を進むに連れて次第に肥大するネットワークと化し、物語内容では先行するものを
も含めて周囲の一見すると無関係であるようなものを巻き込みながら、渦状の一体的な運動体となっ
て最終章へと突き進んでいくように見える。
ところで、そもそも慢性アルコール中毒というのは、高アルコール飲料を多量に長期にわたって飲
み続けることによって発生する病気であり、発生のメカニズムを別にすれば因果関係は単純でわかり
やすい病気である。そしてその発病には時間が必須の要件なのだが、それも時間を単純に継起的に積
み重ねていけば十分であった。このような慢性アルコール中毒をテーマにする場合、最適な説話の形
式としてもっともふさわしいのは、言うまでもなく過去から未来へと向かう一方方向の単純な形式で
あろう。つまり物語内容を慢性アルコール中毒の進展に沿うように取捨選択して組織し、それを過去
から順にアルコール嗜好から中毒症の発生、そして最終的に振戦藷妄による狂死にいたる一連の過程
として提示することである。ゾラにとってこうした単線の一方向でのみ時間処理をする説話の形式が
前提にあり、たまたまアルコール中毒というテーマがそれに見事に適合したと見なすか、それともア
ルコール中毒というテーマに適合させるために数ある中でも単純な説話形式を意識的に選び取ったと
見なすかは別にして、すくなくともアルコール中毒というテーマと『居酒屋』の時間に関する説話形
式は一体となって効果を上げていると言うことはできるだろう。
Ⅵ子孫へのアルコール中毒の遺伝的影響
アルコール中毒を前面に押し出し、説話論のレベルにまでその病理学を巧みに利用している作品は
ゾラにあってはもちろん「居酒屋」だけである。しかしルーゴンーマッカール叢書中にアルコール中
毒はすでに『繁栄』で姿を現していたし、また『居酒屋』以降の作品でも遺伝を通してジェルヴェー
ズの次世代を巻き込んで、彼らの生涯を破滅に導いていくことになる。そのときアルコール中毒は
まったく狡滑にも環境に合わせて変幻自在に姿を変える。このようにゾラが叢書中で遺伝を介してア
ルコール中毒の変貌する様を提示することができるのは、作家が自らの作品によかれと思って独自に
荒唐無稽の遺伝神話を操ったからではなく、当時の病理学がそうした主張をして彼に裏付けを与えて
いたからにほかならない。
Ⅲ章の冒頭ですこし触れたが、遺伝疾患の伝達は神経系を介して行われるとその当時は見なされて
いた。そうした遺伝疾患は身体的疾患と精神的疾患に大別されるのだが、とりわけ後者は神経系の異
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常に帰されて遺伝疾患の中心にあった。ところでアルコール中毒も、神経系を介することによって、
同じ精神疾患のカテゴリーに属すると見なされた精神病、倒錯的欲望、犯罪`性行、自殺願望にも転化
する可能性を持つことになる（『一九世紀ラルース大辞典』、「遺伝」の項参照)。ジェルヴェーズは父
親アントワーヌ・マツカールの飲酒癖をそのまま受け継いで、遺伝性のアルコール中毒症としてマ
ニヤンのことばだと「渇酒症」を呈したのだが、このアルコール中毒は予想通りジェルヴェーズの子
供にはそのまま飲酒癖でなく別の形で発症するであろう。アルコール中毒遺伝に関する専門家の学説
もマニヤンの『アルコール中毒」の時代よりさらにエスカレートし、それがゾラの作品に反映されて
いるのである。
さて、『居酒屋』にはジェルヴェーズとクーポーの娘アンナ．クポー(愛称ナナ）が登場し、後に彼
女自身を主人公にした叢書第九巻『ナナ』（1880）の淫奔ぶりを早くも窺わせるような早熟さをすで
に一一章で発揮している。そのナナについてルーゴンーマッカール家の家系樹で見ると、1869年の最
初の段階で「父親の選択型（election）だが、身体上は母親、次いで父親似。浮かれ女。悪徳の遺伝
(H6r6dit6duvice)」371として構想されていた。それが「居酒屋』と「ナナ』の出版の間に位置する
系統樹（1878）では、「混成一癒合形式（m61angesoudure)。精神'性は父親が優勢で、身体は母親似。
ヒステリーに転化した飲酒癖遺伝。悪徳稼業（Etatdevice)」という記述へ変わり、叢書全二○巻が
完結したときの1893年の系統樹では「混成一癒合形式。精神性は父親が優勢。身体は感応遺伝によっ
て母親の最初の愛人ランチエに似る。精神・身体の頽廃に転化したアルコール中毒遺伝。悪徳の段
階」へとまた書き換えられている。
いくつかの表現については解説が必要だろう。まずナナの書き換えられた遺伝類型については、第
二類型の「混成型」のうちで、「両親の要素が同一身体内において錯綜ないし併置されて結合した」
｢癒合」銘)形式として定義される。しかも最後の系統樹になると、この時代にまことしやかに語られ
ていた、最初の男の影響力が別の男の子供にも及ぶという「感応遺伝」という憶説まで付加されてい
る（『一九世紀ラルース大辞典』補遺、「遺伝」の項参照)。また「悪徳」はナナに関して使用される
とき、売淫やナナの同業者サタンとのレスビアニスムないし性的放縦を指している。
いずれにしてもナナは酒に溺れた両親からアルコール中毒を遺伝によって伝えられるのだが、それ
はそのままアルコールに対する嗜飲癖として現れるのではなく、彼女の場合病気の－種と当時考えら
れていた,性的放縦さを中心とする道徳的堕落に姿を変えている。したがってナナの人となりを遺伝と
の関係から紹介している下記のテクストは、フオシュリーという記者の書いた新聞記事であるから誇
張された比嚥的表現にすぎないと切り捨てるよりも、そこには当時の科学的`憶説が主張されているの
だと見なしたほうが適切かもしれない。
『金蝿』という題のフオシュリーの記事は、－人の娘の物語で、四、五代飲酒癖（ivrogne）に
冒された家系に生まれて、多年にわたる貧困と飲酒の遺伝のために血が汚され、それが彼女に
あっては、性の神経的な変調（d6traquementnerveux）という形で現れているというのだった。
この娘はパリの場末の舗道の上で成長し、十分な肥料を施した植物のように、丈高〈、美貌で、
素晴らしい肉体を持っており、自分の祖先である乞食や浮浪者たちのために復讐の日夜を送って
いる。彼女を通じて、庶民の間に醸成された腐敗堕落の風潮は、貴族階級に及んで、これを腐敗
させつつある。彼女自身にその意志はなくとも、その雪をあざむく腿の間でパリを腐敗解体させ、
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あたかも女が月々牛乳を変敗させるように、パリを変敗させる破壊の酵母、自然の力のごときも
のとなっている。［・・・］この女は、汚物から飛び立った一匹の金色の蝿である。路傍に放置さ
れた腐肉から死を取り来たって、羽音も高く踊り狂い、宝石のようにきらめきながら、宮殿の窓
に飛びこみ、人々の上にちょっととまるだけで彼らを毒する金蝿である。391
ただし注意しておかなければならないのは、両親がアルコール中毒に冒されていたからと言ってそ
の子孫にも必然的にそれが何らかの遺伝疾患として現れるのでなく、ゾラがクーポーやジェルヴェー
ズに関しても強調していたように、環境が大きな影響を及ぼすことは言うまでもない。『居酒屋』の
語り手はナナの「道徳的堕落」を何が何でも遺伝の結果と見なすのでなく、アルコール中毒と同じよ
うに、そこに環境の大きな影響を見いだしている。
まったく、ナナは仕事場ですばらしい教育をうけたものだ！なるほど、彼女にはもともとそ
ういう下地があったにちがいない｜だが、貧乏と悪徳（vice）にむしばまれているたくさんの
娘たちと交わることで、それがすっかり完全になったのだ。そこで、おたがいが折り重なるよう
になって堕落していった。いくつか腐ったリンゴがあると、篭全体のリンゴが腐ってしまうよう
なものだ。（Asso77z77zoZγ,ｐ７１７［pp486-487]）
クーポーとジェルヴェーズの子供であったナナと同じように、ランチエとジェルヴェーズから生ま
れた三人の子供もマッカール家の遺伝による根深い影響は免れがたかった。長男のクロードは叢書第
一四巻『作品』（1886）で主人公の画家として登場している。彼は「母親似で、母親の選択型。神経
質な芸術家で、天才的知'性が自らをむしばむ」（1869年の系統樹)。それが1878年には「混成一融合形
式（m61angefUsion)。精神性は母親が優勢で、身体も母親似。芸術的天性に転化した神経症の遺伝」
と変更され、それがそのまま彼が主人公として活躍した後の1893年の系統樹にも引き継がれている。
クロードは結局自らが希求していた理想的作品を完成させられずに自殺する、つまり自らの天才的知
性によってむしばまれて自滅する。クロードの場合母親のアルコール中毒は神経症といういわば神経
系の総称的な疾患と化している。元をたどれば、それは母親のジェルヴェーズから祖父アントワー
ヌ・マツカールを経て、さらにルーゴンーマッカール家の名柤アデライドーフーク（デイードおば）
までさかのぼる、一族の根元的宿痂であった。
三男のエチエンヌは、叢書第一三巻『ジェルミナール」（1885）で、ノール炭田地帯のモンスー鉱
山で働き、そこでストライキを指揮して活躍する。エチエンヌに関する遺伝の記述は最初の1869年に
｢母親の選択型遺伝、身体は最初母親、後に父親に似る。殺人者。狂気に転化した飲酒癖の遺伝／両
親の飲酒癖の影響で殺人に導かれる［異本]」で、それが1878年に後半だけ「殺人狂に転化した飲酒
癖の遺伝。殺人の段階」と改められるが、最後の1893年の系統樹にはこれらに類する遺伝疾患の記載
は省かれ、その代わり簡単に「混成一分散形式（m61angediss6mnation)。身体は最初母親、後に父
親に似る」と記される。ここで言われている「分散形式」というのは、両親から伝えられる`性質が子
供に「融合形式」ほど目立たない程度に、所々で見られるという意味である。ところで遺伝疾患の記
述が最後の1893年になって消されたのは、叢書第一七巻『獣人』（1890）を執筆するにあたって、ゾ
ラがそれ以前には想定されていなかった次男のジャックを急避案出して主人公としたことが原因であ
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る。つまり、当初エチエンヌに想定されていた「殺人狂に転化した飲酒癖の遺伝」は、『獣人』の主
人公ジャックの遺伝疾患としてそっくり移行することになり、ジャックに関して「母親の選択型遺伝、
身体は父親似。殺人狂に転化したアルコール中毒の遺伝。犯罪段階」（1893年の系統樹）と記される
と同時に、エチエンヌの欄からは削除されるにいたったのである。だがこうした改変が後追いであっ
た証拠に、「ジェルミナール」のエチエンヌに関する遺伝の記述には何度か『獣人』のジャックと重
なるところが出てくる。ゾラが叢書全体の整合性を図ろうとしても、すでに『ジェルミナール」が出
版されてしまった以上、それはできない相談であった。
エチエンヌとジャックに共有されざるを得なかった、こうしたアルコール中毒遺伝に関するテクス
トの一例を挙げる。エチエンヌがアルコールによって駆り立てられる怖れのある殺人の狂気を自分か
ら口にする場面である。
「たしかにおれは酒を飲んでいた。酒を飲むとまるで気違いになつちまうんだ。自分にも、他
人にも噛みつくようになるんだ…。まったく、コップ二杯飲んだだけでも人に噛みつかなきゃ
いられねえんだから．・・・それから二日間はまるで病人ざ｡」［・・・］
「酒はだめね」と彼女［カトリーヌ］は真顔で言った。
「いや、こわがるこたあれえさ、自分のことをよく知ってるからｌ」
そう言って彼は頭を振った。ほんとにブランデー(eau-de-vie）を憎んでいたのだ。それは飲ん
だくれ（ivrogne）の血筋の最後の子孫の憎しみであり、彼にとっては一滴の酒でも毒となった
ほど、アルコールにひたり、そのために狂った先祖全部のために自分の身体で苦しんでいたの
だ。４０１
五部七章でシャヴァルを倒したときのエチエンヌの満足感は、『獣人』でセヴリーヌを殺害したと
きに感じ取るジャックの充足感とまさに同一である。他方、「獣人』の二章で、ジャックもまたアル
コール中毒遺伝に起因する怖れをつぎのように独白していた。
ところで彼は酒は飲まないし、ほんの一滴のアルコールでも自分が狂ってしまうと気づいてか
らは、コップにちょっとブランデーを飲むのでも断ってきた。それから彼は他の人たちのために、
酒飲みの父親や祖父たちのために償いをしているのだと思うにいたった。代々酔っぱらい
(ivrogne）の先祖のせいで、血は損なわれ、身体にはだんだんと毒が回り、野生返りをして、女
を食べるオオカミたちとともに森の奥へと連れ戻されているんだ。４'’
エチエンヌは目の前でカトリーヌが暴行されているのを見てやむにやまれぬ義`債からシヤヴァルを
殺害したのだから（｢ジェルミナール』七部五章)、エロティシズムの暴力的な昂揚から自分の恋人セ
ヴリーヌを殺害するジャックの場合（｢獣人」一一章）と事情はかなり異なる。だがゾラの筆致から
は、遺伝の症例記述にしたがって、二人の主人公には同じように「獣的な」殺害衝動の無意識的欲求
を満たさせようとした意図をはっきり窺うことができる。
マッカール家はこうして遺伝アルコール中毒症によって代々荒廃させられ続ける。第一代アデライ
ド・フークの愛人であった飲んだくれのマッカール、「精神的にも、身体的にもその父親似」（1878年、
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1893年の系統樹）で、最後はアルコールの自然発火によって燃え尽きたアントワーヌ・マツカール、
第三代のジェルヴェーズ、そうして「選択型」であれ「混成型」であれ、いずれにしてもジェル
ヴェーズの毒された血を受け継いだ四人の子供たち、彼らそれぞれの生涯が程度の差こそあれその荒
廃を赤裸に物語っていた。
この呪われた血はさらにまたその先の第五世代の子孫にも決定的な影響を与えている。「母親の選
択的遺伝型」とされたナナの子供ルイゼは最初から病弱で、当時流行した天然痘にひとたまりもなく
たおれてしまう（｢ナナ』一四章)。ルイゼの享年はわずか三歳であった。もう一人クロードの子
ジャックールイは「父親の選択的遺伝」で、したがってアルコール中毒の呪われた血を受け継ぎ、九
歳でやはりルイゼのように若死にする（『作品』九章)。死因は水痘症（hydroc6phale）だが、この水
痘症も当時の病理学によれば、アルコール中毒の症状のひとつとされた水腫（hydropisie）のカテゴ
リーに属している（『一九世紀ラルース大辞典』補遺、「アルコール中毒」の項参照)。ジャックは格
闘の末動く機関車から転落死し、子孫は持たなかった。エチエンヌは「ジェルミナール』で描写され
たモンスーのストライキ後パリ・コミューヌに参加し、それで有罪とされてニュー・カレドニアの
ヌーメアに流刑となる。現地で結婚して何人か子供をもうけたらしいが、その子については不明とい
うことである（『パスカル博士』五章)。叢書の舞台とされたフランスという限定つきだが、結局アル
コール中毒症というルーゴンーマッカール家を荒廃させてきた悪`性遺伝の血は第五世代ですべて尽き
果てたのである。
Ⅶ結び：変質の理論と進化論
これまで我々の見てきたマッカール家の人々は、まさしくエチエンヌやジャックの述`懐通り、第一
世代から第五世代まで遺伝の悪弊に苦しみ、それから逃れようとしてもがき、そうした彼らの抵抗も
むなしく終わる。一言で言うなら彼らの遺伝アルコール中毒は一族の上にまるで人類の原罪のように
とりついている。そうしてみると遺伝というのはまるで負のベクトルとしてしか機能しないように見
える。
叢書最終巻で医者のパスカル博士は自らもその一員であるルーゴンーマッカール家の人々について
語り、そうした宿命的なアルコール中毒遺伝を含めて、ゾラの依拠した遺伝に関する当時の医学思想
を思わせる見解を披瀝している。
確かにそうなのだ、［・・・］一族の人々は退化した（d6g6nerent)。ここにあるのはまったく
の衰弱、急速な堕落（d6ch6ance）だ。まるで私たち一族は享楽に駆られ、欲望を満足させなが
ら、あまりに早く燃えつきてしまったかのようだ。ルイゼは幼くして亡くなった。ジャックール
イは半ば知恵遅れで、神経を病んでいた。ヴイクトールは野蛮状態に逆戻りし、どのような闇の
中を駆けているかわからない。あの哀れなシャルルはあまりに美しくてひ弱だ。これが家系樹の
梢なのだ。42）
たしかにパスカルは、アルコール中毒のような悪性の遺伝疾患のため－族が衰退を繰り返し、これ
から先には消滅してしまう可能性すらある、と不吉な予言を述べている。それは自らが長年医者とし
寺田光徳3６
て遺伝の研究に取り組んできた結果得ることのできた科学的な予言でもある。彼の述べた一族の消滅
に関する仮説はまたルーゴンーマッカール家のような一家系の枠を越えて、やがてフランス人のよう
に－国民全体をも、そして人類全体をも襲うと考えることもできるかもしれない。こうした人類滅亡
のシナリオは、ゾラが頼った遺伝学者プロスベール・リュカからすこし遅れて、ベネデイクト・モレ
ルが『変質の理論』“)（1857）で説いたものだ。ゾラの何人かの研究家たちは早くからパスカル博士
の上述のことばを捉え、そしてとりわけマッカール家の人々を中心とする身体的、精神的退化をその
裏付けにして、「ルーゴンーマッカール家の物語は一族の変質に関する典型的な物語として読め
る」“)として、ゾラに対するモレルの「変質の理論」の影響がいかに大きいものかを語ってきた。な
かでも比較的最近のイザベル・ドラモットは、ゾラの全作品を医療の観点から総合的に研究した著作
の中で、この変質の理論にもっとも多くのページを割いてそれを強調している。幅）
だが残念ながら、リュカの「自然的遺伝』のように、ゾラがモレルの著作にも依拠したことを示す
直接の証拠は挙がっていない。さらにまた叢書中にも「変質の理論」にあまり易々と与することのな
いように我々に発せられた警告めいた反証を見いだすこともできる。叢書のルーゴンーマッカール家
最後の第五世代の中には、一族の生命の火が燃え尽きるように早世していった象徴的な末商ルーゴン
家のシャルル・ルーゴン、それからすでに見たマッカール家のジャックールイとルイゼの他に、彼ら
と対照的に『パスカル博士」の最後で、クロチルドが人類の未来への希望を託そうとする、パスカル
との間に誕生したまだ名もない子供が存在している。その乳呑み児の小さな口に乳房を含ませながら、
母親のクロチルドは夢想する。
クロチルドの心には母`性的な情熱の衝動が湧き上がった［・・・］。それは願いであり、祈りで
あり、未知の神に向けるかのように、未知の子供に向けられていた。明日を生きる子供に、きっ
と生まれてくる、次の世紀が待ち望んでいる、民衆を疑いと苦しみから救い出してくれるだろう、
天性に満ちた、救世主のような子供に向けられていた。国家を再建する仕事のためにその子供は
生まれてくるのではないだろうか？実験を再開し、家を再建し、とまどう人間に確信をもたら
し、正義の都を築くだろう。そこでは労働という唯一の法が幸福を保証するだろう。妬）
クロチルドの乳呑み児はこれまで我々のたどってきたアルコール中毒の呪われた血を受け継いでは
いない。だからこそその子供は、ルーゴンーマッカール叢書の枠を越えて生き延びることができるし、
また一族の未来を、ひいてはフランス国民や人類の未来をも託せる可能性を持っている。またマッ
カール家の中にもアルコール中毒遺伝を免れていた第二世代のユルシュール・マツカール、第三世代
ではジェルヴェーズの姉弟リザ・マツカール、ジャン・マツカールがいたし、その中の特にナナやク
ロードのいとこに当たる子孫は健全な身体や精神の持ち主として育っている。
マッカール家に椙概をきわめるアルコール中毒遺伝に目を奪われていると、叢書全体を支配する同
時代の遺伝思想の一面だけが浮き彫りにされて、その全体像のほうは見失われかねない。そこで遺伝
に関する科学史をすこし展望しておきたい。
近代的な遺伝学の礎を築いたメンデルの法則はすでに1865年に発表されていたにもかかわらず、
1900年にオランダのド・フリースがその意義を見いだすまで、その真価を認められることはなかった。
とは言え－九世紀後半は近代遺伝学にとってもその誕生の前夜に当たり、遺伝に関する所説はIこぎわ
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いを見せていた。フランスの遺伝学界もその例に漏れず活況を呈し、ゾラの依拠したリュカを始め、
すでに触れたモレル、そして狂気と遺伝の関係の究明に努めたモロー・ド・トゥールなどの名前がす
でにゾラの叢書の執筆時には人々の口から盛んに語られていた。ドラモットの指摘に従うなら、この
三者は同時代に著作を発表し、同じ思考の体系を共有している。そして彼らの理論の特徴は、遺伝が
とりわけ病的性格や欠陥しか伝えず、さらに悪いことにはそれらをもっぱら変貌、増幅させる方向に
しかはたらかないとみなしていることだった。ｲ7’
こうした一方的に淘汰という負のベクトルのみを強調する遺伝理論に対して、それと表裏一体の関
係にある生存の持続をも積極的に肯定する理論、すなわち双方を自然淘汰ないし適者生存という概念
で説き明かそうとする遺伝の一般理論が同時代に人々の大きな支持を集め始めていた。それはダー
ウィンの進化論である。彼の主著『種の起源』はイギリスで1859年に発行され、そのフランス語版が
1866年に出版されている。ダーウィンの進化論は「ダーウイニズム」としてフランスへ急速に普及・
浸透していった。何度も引く『一九世紀ラルース大辞典」は1866～1876年に出版されているが、そこ
には「ダーウイニズム」がダーウィンに先行したラマルクなどの進化論から説き起こされて、七ペー
ジにわたって詳細に説明されている。出発点にあったダーウィンの理論が動植物の性質や形態の変異
現象に関する実証的で、厳密な研究であり、しかもそうした変異が遺伝を通して種として確立される
途方もなく長い時間を前提としていることは言うまでもない。しかしダーウイニズムが駆使した自然
淘汰（s61ectionnatureUe）ないし適者生存（survivancedesmeuxadaptes）という概念装置や生存競
争（concurrencevitale）と命名された生物種の盛衰からなる自然史の観点が人間社会にもすぐ適用さ
れ、ハーバート・スペンサーの著作を通して社会進化論として早くも1870年代からフランスでも流行
の兆しを見せ始めていた－スペンサーの『総合哲学体系』全10巻（1862‐1896）の第１巻『第一原
理」（1862）は1871年に仏語版が公刊された。ダーウィンの名がゾラの叢書に登場するのは『パスカ
ル博士』の第二章でパスカルが遺伝理論の歴史を簡単に紹介するときと、ダーウイニズムの社会への
適用例を示す『ジェルミナール』においてである。
エチエンヌは今ダーウィンにたどり着いたところだった。彼は五スーの－冊本に縮め通俗化し
たその断片を読んだ。そしてこのよくはわからない読書から生存闘争（combatpourlexlstence）
についての革命的な解釈を作り上げ、痩せた者が太った者を食い、強い民衆が蒼ざめたブルジョ
ワをむさぼりつくすと説いた。しかしスヴァーリンは激昂し、貴族的な哲学者たちだけに都合の
いい有名な淘汰説（s61ection）を説く、ダーウィンというあの科学的不平等論の使徒を受け入れ
る社会主義者どものばからしさを滴々と攻撃した。それに対し相手は頑固に理屈を述べようとし
た。妃）
ゾラは、エチエンヌのように階級闘争のために都合よく解釈したダーウイニズムに与することはな
いし、またロシアのアナーキスト、スヴァーリンのようにダーウィンの理論を一顧だにしない、とい
うことでもない。
ところで科学哲学者のミシェル・セールはまったく独特な見地からルーゴンーマッカール叢書の最
も重要な相関テクストのひとつにダーウィンを挙げている。ただしそれはすでに見たリュカの場合の
ようにだれの目にも明らかな直接的な利用という意味においてでなく、ダーウィンの語りがゾラの叢
寺｝Ｈ光徳3８
書の語りに対して、結晶学で化学組成は異にしても結晶構造がほとんど同じものを指すときに使われ
る用語で表現して、類質同像（hom6omorphe）として機能していると言う。491そこで改めて我々も
またルーゴンーマッカール叢書全体を直接的な物語内容よりも語りのレベルで見直すと、わずか二○
年足らずの第二帝政の期間が対象とされているにしても、ルーゴンーマッカール家の人々がそこでさ
まざまの生き方を通してダーウィン的な生存競争を繰り広げ、それがまたダーウィン的な自然淘汰な
いし適者生存と命名してよい人間模様として描写されていることに気づかされるであろう。
最後に叢書における遺伝アルコール中毒症に関する結論を述べておこう。マッカール家のアルコー
ル中毒に冒された子孫は第五世代で壊滅した、それはダーウイニズム的に言うと環境に適応できずに
自ずと淘汰されたと言い換えることができる。アルコール中毒症は一部のマッカール家の血統を滅亡
させることによってナラトロジーのレベルではまさしく自然淘汰の否定的原理として機能したのであ
る。
（注）
この部分に関しては、『一九世紀ラルース大辞典｣、『世界大百科事典』（平凡社）の「ブランデー
(eau-de-vie)」と「リキュール（liqueur)」の項を参照。
DidierNourrisson,血加ue"γ伽ＸⅨsj6c/e,AlbinMichel,1990,ｐ６３［『酒飲みの社会史ｊ柴田・田
川・田中訳、ユニテ、1996年、ｐ５９１訳文は上記邦訳による。
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本田文彦監訳、法政大学出版局、1996年、ｐ９９）から小数点第二位を四捨五入して記したものであ
る。ただしそこにはない1904年の数字については、同種のＤ・ヌリッソンのグラフ（前掲書、ｐ６４
[ｐ６２]）から割り出して付加した。
『アルコール中毒の歴史』を書いたスールニアは、先に引用したコロンブのく居酒屋＞の蒸留器につ
いて、それが酒場に置かれるようになったのはゾラが『居酒屋』を書いた1876年頃のことだとはっき
り述べているが（前掲書、ｐｐ９８－９９)、同じことが『居酒屋』の登場人物たちの社会意識について
も言えるとしたら、彼らのブランデーに対する恐怖は1875年から1880年までのもっとも蒸留酒消費量
が急増した時代の意識を反映していると言えるだろう。
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岩波文庫、1990年]・以下、本書からの引用については、本文中に題名を『崇高なる者」と略記し、
それにページ数を付けるだけにとどめた。また訳文は不都合のない限り上記邦訳を利用した。［］
内はその邦訳の該当ページを示す。
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中で示したように改められた章の中で、ただし言及する個所をさらに増やして取り入れるという結果
になった。
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V alcoolisme dans les Rougon-Macquart (2e partie)
Terada Mitsunori
L'alcoolisme héréditaire dans les Rougon-Macquart de Zola n'est pas valable quand on le traite selon
la pathologie moderne, alors qu'il est encore bien exploitable dans le cadre narratologique. Dans
L'assommoir, l'alcoolisme conduit un héros Coupeau à la mort par delirium tremens. Alors que
l'alcoolisme devient un grand problème social dans la dernière moitié du XIXe siècle, Zola choisit de
retracer de façon réaliste la chute sociale d'un ouvrier parisien. Quant à son épouse Gervaise, elle est
aussi tombée dans l'alcoolisme et cet alcoolisme semble être d'autant plus causé par Y hérédité puisque
son père et les enfants de Gervaise ont souffert de maladies d'origine alcoolique. C'est ainsi qu'en
observant comment les descendants alcooliques de Macquart se débattent en vain pour leur existence
et pourquoi les derniers descendants doivent mourir prématurément ou disparaître à l'étranger, nous
démontrons que l'alcoolisme fonctionne comme principe de négation dans les Macquart.
